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研究成果の概要（和文）：　学修面あるいは適応面で困難を抱える学生、生徒の困難の特定と支援について、生
態心理学アプローチによって貢献しようとした。
　対面とオンラインによるアクティブラーニング型授業の観察と、観察結果を補強する実験観察を行い、生態心
理学および相互行為論に基づいて分析と考察を加えた。① AL状況での身体配置と資源利用の発達、② AL状況で
の成員の協働による「適切な授業」事態の生成、③ オンライン授業の性格と特有の適応方略、に研究結果は整
理された。学生、生徒の授業中の自由度を高め、授業成員による問題解決が促されるような物理的、人的、認知
的資源の配置と提供が有益であることが判明した。

研究成果の概要（英文）：This research project attempted to contribute to students with academic or 
adaptive difficulties. Longitudinal observations were applied to active learning style classes 
(face-to-face and online) in a university and a high school. And an experimental observation was 
carried out to compare between online and face-to-face communication in order to obtain complemental
 data. These data were analyzed by theories of ecological psychology as well as interaction 
theories. The results were summarized under these 3 categories: 1. Development of participation 
structures and resource uses by the students; 2. Unintended generation of “proper” class 
situations through the collaboration among the class members; Particular participation strategies to
 online classes. The results and discussions stressed the diversity in class participation and the 
availability of physical, social, and cognitive resources to lead to difficulties solving by the 
class members.

研究分野： 生態心理学

キーワード： 修学就学困難　学習環境デザイン　生態心理学　知覚行為循環　アフォーダンス　相互行為分析　間身
体性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学力、意欲、適応力などに困難を抱える学生、生徒の就学修学問題、社会への移行への関心が強い現在におい
て、本研究は時宜にかなったものと言える。知能や性格ではなく知覚行為循環のあり方として困難を捉え、改善
しようとする点は、実践的にも学術的にも新しい。他者を特殊な環境として含む知覚行為循環としてコミュニケ
ーションをとらえる姿勢も、対人関係問題への新たな接近法として注目できよう。授業集団による困難の解決、
自由度の高い物理的、人的、認知的資源の配置と利用可能性が重要であることを示唆できた点にもまた、実践的
学術的価値が置かれると思われる。対面式とオンライン式の両授業形態を取り上げたことも特筆すべきであろ
う。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 大学のユニバーサル化以来、学力、意欲、学校や集団への適応力のうち、少なくとも一つ以
上に困難を示す生徒（入学予定者）や学生（入学者）たちへの支援が希求されている。また上
級学校への、最終的には社会への移行（transition）の適切なあり方が模索されている。生
徒・学生たちの修学・就学上の困難を軽減し、克服させ、適応的で自律的な社会人として世に
送り出すための基礎的研究の必要を感じ、本研究が遂行された。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は生態心理学的アプローチによって、この課題に応えようとした。生態心理学的アプ
ローチは、人間の認知と行動を、身体と環境（物理的・社会的環境および他個体）の間に生じ
る、知覚と行為の循環的サイクル（知覚－行為循環）と考える。「学力」「意欲」「適応力」
の不全は、特定環境下での、不適応的に安定した知覚－行為循環であると再概念化される。こ
うすることで、介入はアフォーダンス知覚と環境探査活動（exploratory activity）、環境改
変活動（performatory activity）の修正、根本的にはそれらを可能にする環境の修正として明
確化される。他者もまた環境の一つである。ただし物理的な知覚－行為循環とは異なり、言語
や記号を媒介とした社会的な知覚－行為循環を生み出す環境である。対人的不適応のような状
態も社会的知覚－行為循環として理解可能に、また介入可能となる。 
 実際の授業を継続的に観察することを通して、受講生が授業環境をどのように利用し、ある
いは改変していくかを描き出す。同時に授業を構成する成員(受講生と教員)間の相互行為(多人
数インタラクション)を描き出す。このような観察を通じて、受講生の困難が発生する場所、困
難を克服する方途を特定する。また研究代表者が授業担当者を務める科目では、観察に基づき
ながら適宜介入を講じていった。加えて、コロナ禍によってもたらされた遠隔授業が受講生に
与える影響を、受講生へのインタビューと、コミュニケーション実験によって検討しようとし
た。 
 
 
３．研究の方法 
 授業観察の対象として、大学と高校におけるアクティブラーニング(以下、AL)型授業が選ば
れた。観察対象となった大学は、他の大学が近年そうであるように、多様な入試制度によって
入学してきた受講生が混在している。選定された大学の授業は二科目あるが、共に『学び合
い』(西川, 2010, 2015 など)が適用されており、多様な属性、達成目的を有する学習者たちに
開かれた、行動選択の自由度が高い環境となっていた。担当は研究代表者であり、受講生の様
子を観察しながら、適宜介入を行っていった。選定された高校での授業(一科目)も「ワークシ
ョップ型授業」と担当教員によって称され、やはり行動の自由度が高い環境であった。この高
校は生徒の学力、適応力、授業中の秩序維持にある程度の困難が見られる、偏差値的には下位
校である。授業風景が録音録画され、生態心理学的および相互行為分析が適用された。 
 コロナ禍によって、観察対象となった大学の授業が一時期、web 会議システム(ZOOM)を利用
した遠隔オンライン形式となった。この授業における受講生の ZOOM 上での受講の様子が観察さ
れた。加えて、受講生に対するインタビューを行った。オンライン授業の観察とインタビュー
から得られた知見を補完するために、対面と ZOOM によるコミュニケーションを比較する実験観
察を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) AL状況での身体配置と資源利用の発達 
 資格取得を目指す大学一年次の演習授業では、巨視的な受講生の動きや資源利用が観察され
た。担当教員は冒頭の数分で毎回「一人も見捨てない/ 見捨てられないチームである」願いを
口頭あるいは板書によって受講生に伝え、全ての言動がこの「願い」に沿うことを促してい
た。また学習行動に多様性を尊重するように教示した。続いて70分、受講生はその回の課題の
目標達成(その回に割り当てられた教科書掲載の専門用語を出席者全員が理解する)に勤しむ。
70分経過後、課題達成者の確認と次回授業に向けた反省会が10分間行われる。そして最後の5分
間で、「願い」と照らし合わせて自分の行動のよかったところと改善すべきところをシートに
記入する、振り返りが実施される。 
 教員と受講生による(究極的には個々人の)最適な学習環境の整備へと向かう集合的・相互的
行動を資源利用に着目して記述したい。物理的資源、人的資源、認知的資源として利用可能で
あったもの、そしてそれら資源利用がどのように変化、発達していったのかを述べる。 
 物理的資源は教室(施設)および備品である。教室は150席を有する一斉講義型の座席配置であ
り、机と椅子は固定式であるが、学生は自らの身体を移動させることで、柔軟な集団作りをし
ていた。教室サイズに対して受講生数が少ない(40人程度)ため、個人間および集団間の距離を
広く取ることが可能であった。いわゆる仲良しグループは固まって座り、親交が薄い者同士は
距離を取って着席することができた。授業中の移動が自由なため、物理的資源は教室外(たとえ
ば、図書館)にも広がっていた。備品として、固定式および移動式のホワイトボードが設置され



ていた。一斉授業では教師の板書用である固定式ホワイトボードは、教師と議論するとき以外
に受講生が利用することはほとんどなかった。この点で教室の中心化構造は維持されたままと
なり、AL型授業では必ずしも望ましくない事態であったため、担当教員は教室の脱中心化およ
びそれが誘発する「中央制御型コミュニケーション」(特定の少数者による一斉講義様の授業形
態)の回避を呼びかけた。移動式ホワイトボードは隣室からA2程度の大きさのもの8台、A0程度
の大きさのものを2台まで借りることができた。学生たちはこれらを利用し、キーワードの説明
を小講義式にグループで行ったり、疑問点を書きつけて他の受講生に助力を乞うこともあっ
た。もう一つの備品として、3 色の付箋が提供されていた。この利用法は自由であり、ホワイ
トボードに記載されたことへのコメントや質問に利用されていた。また教員は付箋にメッセー
ジ(称賛や励まし)を記し、学生たちに貼り付ける行動を時々行ったが、受講生の授業への帰属
意識や当事者意識を高めたようであった。その他受講生各自が利用していた備品として、スマ
ートフォン、パソコン、タブレットがあった。通信機器の使用を自由にすることで、受講生は
LINEやオープンチャットなどのSNSでつながることができた。特に後者は匿名投稿が可能であ
り、自分の意見を提示することへの抵抗を減じていたと思われる。逆に、タイムラインが流れ
ていってしまい、先行する投稿が見過ごされてしまうという欠点があったが、受講生はこの欠
点に注意して利用するように反省時に伝え合っていた。SNSでのつながりは授業外でもなされ、
予習段階、復習段階(課題未達成の者が・者に対して)での活用も見られた。これら個々の資源
利用は、ほぼすべて学生が自発したものである。 
 人的資源は他の受講生と教員であった。教員は一人の学習者として、すなわち教える立場で
はなく一緒に考える立場で接することを宣言していた。受講生の質問は平均して一回の授業あ
たり一回程度で、非常に少ない回数であった。受講生にとって最も利用された人的資源は共に
受講する者たちであった。しばしば学習集団が発生し、維持され、時には集団の分裂や結合と
いった再組織化が生じた。集団間を行き交い質問をしたり、課題未達成者を探す役割を果たす
者が自発的に出現した。 
 認知的資源としては教科書、他者のノートや発話、LINEやオープンチャットへの投稿、動画
や諸webページ上の記事が自発的に利用されていた。加えて、教師が使用した集団の状況を記述
する用語が受講生自らの、そして受講者集団のあり方を集合的にモニタし、調整する道具とし
て利用された。教員は学習小集団を「島」と、小集団間を行き来して情報を運ぶ者を「船」と
形容した。これらは受講生によって取り入れられ、反省会などで頻繁に使用されていた。また
「中央制御型コミュニケーション」も自発的に使用されていた。 
 学習小集団に属するかどうかは受講生の選択に委ねられていた。集団に誘うことは自由だ
が、個人で学習したい意志は尊重するように教員から伝えられていた。ただし全員達成の目標
に貢献するために、全く孤独な状況を作らないように促されていた。多様な学習方法や個性を
尊重する促しの他に対人関係技能の発達を促す試みとして、欠席者用の課題の工夫が挙げられ
る。この課題では「あなたが今回の授業にいてくれてよかった」と思ってくれた5名の署名と理
由を記入してもらうことが要件となっている。ここでいう「よかった」とは、わからないとこ
ろを教えてくれた、積極的に議論に加わってくれたなどの機能価値はもちろん、今日は来てく
れて嬉しかった、一緒にいると和む、努力する姿勢に感服するといった存在自体に見出される
存在価値も含まれている。さらにこの課題は欠席者が単独で努力して成し遂げるものではな
く、周囲にも協力するように教員から要請されていた。周囲の者には、前回欠席者のよいとこ
ろを積極的に見つけ出せるように関わることが推奨されていた。 
 「願い」を共有し、集団での到達目標を設定し、受講者集団の問題解決能力を尊重した。資
源利用の自由度を極力高める環境を設定することで、個々人の困難は教師によるというより
も、集団によって解決されることが示唆された。履修放棄率がほぼゼロであったことも、受講
者集団が困難解決に有効に機能したことを裏付けていると言えるのではなかろうか。 
 ただし、個々の受講者が行っている微視的な行動が他者に与える影響については、もう一つ
の授業である一年次の専門基礎科目の観察から、個別の介入やトレーニングが必要である可能
性が示唆された。この授業でも『学び合い』が採用されていた。巨視的な動きはうまくいって
いるようでも、微細な部分に対人的不適応へと至りかねない行動が散見された。一人の受講生
が発している複数の行為が共応していない場合である。たとえば、学習集団形成時に自筆ノー
トを他者に提示し、道具的F陣形(坊農, 2006)の形成に貢献した受講生が、ノートを机上に置く
と同時に視線を下げ、他の集団成員との視線接触を回避する事態が観察された。あるいは、ホ
ワイトボードを共有する形での道具的F陣形によって学習集団が形成されている時に、ある受講
生は身体ねじり(Schegloff, 1998)による視線移行にとどまっていた。これはこの受講生の主た
る関与がホワイトボードではないことを他者に表示する。このような、個々の受講生が展開し
ている微細な行為によって、他者との関わりにおいて不全を生じている可能性がある。 
 
(2) AL状況での成員の協働による「適切な授業」事態の生成 
 観察対象となった高校の授業では、通常授業であれば私的行動と呼ばれる行動が目立ってい
た。行動の自由度の高い「ワークショップ型授業」ではあったが、毎回の課題の到達目標は設
定されていた。私的行動の連鎖は目標への到達をしばしば阻害するように見えた。このような
状況では、特定生徒を授業への適応困難者とみなし、適応に向けた矯正が試みられてきた嫌い
がある。しかしこの授業では、集団コミュニケーションによって、適応困難者であることが無



効化されていく現象がしばしば展開されていた。 
 24回の授業観察のうち、個人ワークが中心で会話がない回、私的行動がわずかであった回な
どを除いた7回を抽出し、多人数インタラクションの分析(坊農・高梨, 2009)を適用した。私的
行動が多い一人の生徒Aに注目し、Aが関与する7つのコミュニケーション事態を抽出した。うち
3つはAの私的行動が無秩序状態の一部になっている事例、3つはAの行動が秩序ある状態の一部
になっている事例、そして残り1事例はAの行動が後続する教室コミュニケーションによって、
結果的に私的行動とみなされなくなる事態であった。秩序ある状態の生起にAが関与した事例の
一つは、他の生徒Bがペアワークに参加せず寝てしまい、他方の生徒Cが困っている状況におい
て発生した。Aが寝ているBに近づき声をかけ、同時にCとの間に視線接触を成立させた。BはCに
声をかけペアワークが開始されるが、AはBとC双方に視線を投げかけながら共にワークを遂行し
ていた。生徒Aの社交的な面が秩序状態の生起に貢献していたと言える。一面の行動だけから生
徒の適応を判断するのではなく、生徒の複数の側面が表出され、秩序状態の生起に貢献するよ
う促す。自由度の高い授業は時に無秩序状態を発生させるが、他方このように生徒の多面性を
顕在化させ、生徒の自尊心の向上に貢献しよう。最後に、Aの行動が後続コミュニケーションに
よって「正規の」行動になった事例を挙げる。Aは教師の指名なしに起立し、他生徒の注目を求
める発言を行った。教師は制止せずAに発言権を譲った。Aは発言権を放棄するように起立と着
席を繰り返すも、教師は一貫して発言権をAに移譲する発話を繰り返した。Aは先の教師の説明
を反復し、他生徒に拍手を求める発言を行った。これに後続して、教師と他生徒は拍手を投げ
かけた。Aの発言権を放棄するような行動から、Aの最初の行動は私的行動という自覚があった
ように示唆される。しかし教師はAの行動を「正規の」行動とみなす発言を繰り返し、最終的に
発言に対する賞賛で結ばれるコミュニケーションとなった。ある生徒の行動が問題であるかど
うかが、後続するコミュニケーションによって事後的に決定されていた。生徒の行動の意味や
機能を、秩序に貢献するものとして事後的に回収するコミュニケーションを展開させること
で、やはり生徒の自尊心や可能性を担保することができるのではなかろうか。 
 担当教諭へのインタビューによると、知識の獲得は観察対象となった授業と対になっている
講義科目に委ね、ここではもっぱら思考力、表現力、そして協働する力の涵養に注力した課題
設定をしているとのことであった。一つの授業で学力三要素を習得させようとすれば、いわゆ
る教育困難校でこのような自由度の高い授業をすることは忌避されよう。しかし複数の授業に
機能を分散することで、生徒を不適応者と即みなすのではなく、様々な可能性の顕現を促す授
業が実施できることが判明した。一個の授業ではなく、教育機関を単位として生徒の学習環境
を整備することの重要性が示唆されるが、これは今後追究すべき課題としたい。 
 
(3) オンライン授業の性格と特有の適応方略 
 大学一年次の専門基礎科目が、コロナ禍により一時オンライン授業となった。ZOOMを利用し
たALが試みられ、受講生の行動観察とインタビューが行われた。受講生間の交流が複数のメデ
ィアによって同時並行的に行われていたことが明らかとなった。教員とはZOOM上でやり取りす
る一方、受講生間の交流は受講生が自発的に構築したLINEグループ上でもっぱら行われてい
た。インタビューによるとZOOM上の発言は「公式」であり、自信がない発言はLINE上で行われ
ていたとのことである。また対人関係に困難を持つある受講生は、信頼のおける一人の友人と
電話による会話を行っていた。対面授業でなされる質の異なる交流が、採用するメディアを変
えて実現されていた。別の受講生は自称「コミュ障」と述べていたが、ZOOMのブレイクアウト
ルームでは意外に議論に参加できる自分を発見したと回答した。ZOOMによるオンライン授業で
は、他者の身体に関する情報(特に視線、姿勢、距離、声の方向)が対面と大きく異なってい
る。両状況でのコミュニケーションにおいて、他者と自己の身体交渉の差異はどこにあるのか
を特定するため、実験観察が実行された。 
 対面での会話場面とオンラインでの会話場面の観察データを間身体性の観点にもとづいて比
較・分析した。間身体性とは自他の身体間において、知覚と行為（およびその可能性）が循環
的に連鎖する相互的関係性のことを言う。間身体性という観点から比較すると、対面の会話と
オンラインの会話には、会話場面を構成する基礎的条件に明確な違いがあり、それが会話の質
的差異をもたらすことが以上の考察からある程度明らかになった。オンラインの会話では、参
加者の身体的相互作用の頻度が対面の会話より低く、間身体性から創発する「場」の自律性が
弱まる。そのため、会話の場に依存しつつなんとなく話すという行為は減り、特定のメッセー
ジを明確に言語化する発話が増える。しかも、オンラインの会話では、視線ではなく音声を介
した同期が増えるため、主な話者が1人だけに定まりにくい傾向もある。それゆえ、明示的な言
語的メッセージを介して2人以上が話すような「話し合い」「対話」「議論」といった性質がオ
ンラインの会話ではおのずと強まるものと思われる。また、自己の表情を画面上で視覚的に確
認しつつ話すことを考慮すると、自己の情動状態についてより自覚的に話す傾向が強まり、会
話の参加者間で自然に情動が発露することでそれが伝染するといった関係は弱まるだろう。  
 ただし、こうした特徴が会話に良い影響をもたらすか、悪い影響をもたらすか、というのは
また違った論点である。たとえば、対面での会話は、オンラインに比べると場の自律性が強く
作用するため「場の力を借りて話す」「深く考えず間を持たせようとして話す」といった曖昧
な主体性のもとでの参加が容易である。しかしこれは、「言いたいことが言いにくい」とか
「はっきり発言すると角が立つ」ということでもある。他方、オンラインの会話では、間身体



性によって各自が強く拘束されないため、他者の身体的プレゼンスに圧倒されずに自分の考え
を明示的に語ることができる良さがある。だが、その発言は身体的相互作用が生み出す場から
やや距離のあるものでもあって、他の参加者全員にどの程度深く受け止められているかが読み
取れないし、情動的な共鳴も微弱なものにとどまるだろう。単純に言って、自己の発言が場に
響いているのか、的外れなものなのかの判断がつきにくい。  
 対面の会話における「あいだ」「間（ま）」「場」の生成に寄与していた視線、姿勢、距離
の情報は、オンライン会話では情報量が乏しいだけでなく、そのあり方が対面の場合とは異な
っている。この点は、オンラインの会話において、明示的な音声やアクションなど、種々の代
替方策を生じさせているように見える。これらはオンラインの会話を対面の会話に近づけよう
とする営為として理解できるだろう。コロナ禍によって普及したオンラインの会話は強いられ
た代替的コミュニケーション手段とみなされ、対面の会話がいまだ暗黙の標準とされていよ
う。しかしウィズコロナ、アフターコロナの時代にはオンラインの会話が常態化し、特有のコ
ミュニケーション認知や作法が形成される可能性も否定できない。視線、姿勢、距離の情報、
およびそれらによって生成される間身体性、「あいだ」「間（ま）」「場」といった観点から
の考察は、今後さらに重要となるであろう。  
 今回の実験観察の結果から明確に述べることができる結論は、対面の会話とオンラインの会
話では、会話を通じて創発するものの性質が異なっているということである。対面での会話は、
自己と他者の身体的なプレゼンス、視線、姿勢、距離の情報に依拠する非言語的な相互作用から
創発する「あいだ」「間（ま）」「場」によって会話の過程と内容が大きく左右され、それはし
ばしば情動伝染のような力強い経験をともなう。オンラインでの会話は、身体的な相互作用から
創発する「あいだ」「間（ま）」「場」による拘束を受けにくく、明示的な言語的メッセージの
やり取りや、個人的な見解にかなり踏み込んだ意見の交換を促進しやすい。対面の会話では参加
者が「一緒にいる」ことにより強く紐づけられているとすると、オンラインの会話では参加者が
言葉を介して「一緒に連想する」「一緒に考える」ということにより強く紐づけられていると言
えるだろう。 
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